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研究成果の概要（和文）：　本研究では、小・中学生の言語パフォーマンスの質に関して以下の３つの関係性の質とし
て分析考察を進めた。
　①教師と学習者の関係を観点とした研究グループにおいては教師のインターベンションとその効果を類型化し、学習
者の言語パフォーマンスの質の向上に与える影響を明らかにした。②学習者相互の関係性を観点とした研究グループで
は学習者相互の対話を収集し、それらが個人の言語パフォーマンスの質に及ぼす影響を明らかにした。③学習者自身と
の関係性を観点とした研究グループにおいては、学習過程の構成方法や課題の提示方法などに着目して、学習者自身の
教材理解の質と言語パフォーマンスの質の関係を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, we advance the analysis consideration as the quality of the 
following three relationship with respect to the quality of the language performance of elementary and 
junior high school students.
① In the study group, which was the point of view the relationship between teachers and learners to 
typify intervention and its effect of the teacher, was to clarify the impact on improving the quality of 
language performance of learners. ② the research group of the relationship was a point of view of 
learners cross collects interaction learners cross, they revealed the effect on the quality of the 
individual language performance. ③ In the learners themselves and research group that the relationship 
was with the point of view of, by paying attention, such as in how to configure and challenges 
presentation method of the learning process, it is clear the relationship between the quality of the 
learner's own quality and language performance of materials understanding I was in.

研究分野：国語科教育学

キーワード： 言語力　言語パフォーマンス　コミュニケーション能力　教師の見取り　教師のインターベンション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）国内の研究動向と位置づけ 
 新しい学習指導要領において、教科を超え
て「言語力」を育成することが示唆されて以
来、「言語力」の内実に関する学力論的研究
が国語科教育のみならず全ての教科で進め
られている。特に他教科で進められている
「言語力」の内実に関する研究では、それぞ
れの教科が本来、学習活動として「ことばを
使う」場面を支える能力として把握される傾
向が強い。それは、以下の四つの言語力であ
る。 
・ 話し合いの場面を支える「コミュニケー
ション能力」 
・ 文章を書く場面を支える「文章表現能力」 
・ 調べ学習を支える「情報収集力」及び「情
報活用力」 
・ 発表する場面を支える「プレゼンテーシ
ョン能力」 
 このような能力は、学習者の言語パフォー
マンスとして「見ることのできる」能力であ
る。 
 それゆえに、学習者の言語パフォーマンス
を評価する場合には、従来行われてきた「テ
スト法」では測定することができない。我が
国の評価研究においては、現在こうした学習
者のパフォーマンスそのものを評価するた
めに次に挙げるような研究が進められてい
る。 
 
・ 授業の中で学習者のパフォーマンスを現
出させるための学習課題の研究 
西岡加名恵・田中耕治(2009)『「活用する力」
を育てる授業と評価』などに見られるパフォ
ーマンス課題に関する研究 
・ 学習者のパフォーマンスの質を段階的に
記述した評価基準の研究 
高浦勝義(2004)『絶対評価とルーブリックの
理論と実際』などに見られる「ルーブリック」
の開発及び研究 
  
 これら先行研究に基づきながら、本研究は
対象を小学生の「言語パフォーマンス能力」
に焦点化し、従来の国語学力研究及び国語評
価研究の知見を生かしながら、現在重視され
ている「言語力」の評価方法を開発する為の
研究であると位置づけられる。 
 
(2)国外の研究動向の位置づけ 
 1990 年代、アメリカでは構成主義的な学
習理論の展開を背景にして、「オーセンティ
ック評価」が注目された。これは、標準テス
トを中心とする従来の評価方法の批判的検
討を通して、評価の方法のみならず学習内容
及び学習方法の改善へと展開し、さらにはカ
リキュラム改善へと至る大きな潮流となっ
た。この流れは、学習者がより実際的な場面
や状況の中で自らの知識や技能を活用する
ことを求め、そのパフォーマンスの質を評価
しようとするもので、「パフォーマンス評価」

の一つであると言える。同時期、イギリスで
は、学習者の「高次のパフォーマンス」に焦
点を当てようとする学力論の流れが先行し
た点はアメリカと異なるが、「標準評価課題」
を「パフォーマンス化」し、1990 年代前半
を中心に、評価によって学習指導を歪めない
ことを目的として、教室で教師が行う評価を
重視し、総合的で生活文脈に即した学習課題
を設定した学習が主流となり、構成主義的な
学習理論に基づく教育実践が行われた。 
このような英米の先行研究の蓄積が本研究
の理論的実践的支えになることは言うまで
もないが、さらに先行する英米二国の現状を
把握し、既に生じている問題点の解消を加え
た評価方法の開発を進めていきたいと考え
ている。 
 
(3)着想に至った経緯 
 研究代表者は、これまで国語学力論研究及
び国語評価論研究を行ってきた。その研究の
中で、特に近年は「コミュニケーション能力」
の内実と評価方法の研究を進めてきた。そも
そも「コミュニケーション能力」は、「言語
パフォーマンス能力」の一つであり、複合的
で協働的な要素が強いため評価することが
非常に難しい能力である。しかしながら、学
習者のパフォーマンスを内面で支える「方法
的知識」の存在に注目し、学習者の方法的知
識と「パフォーマンスの質」の関係性を捉え
るための研究に着手した。また一方で、英米
で先行して研究が進められている「パフォー
マンス評価」に着目し、効果的で実行可能な
評価方法の開発に着手した。 
 一方で研究協力者は中・高等学校を対象に
した国語科授業論研究を進めてきた。実際の
国語科授業過程の中で、学習者が行う「言語
活動」は、学習者の言語能力を主たる要素と
しながらも、学習課題や学習活動の質、教材
と学習者との関係性や学習集団のあり方な
ど、学習活動との関係を分析の観点に入れる
ことで、より実際的な学習者の「言語パフォ
ーマンス」を把握することが可能であること
を提案した。 
 そこで本研究では学習者の「言語パフォー
マンス」の質的側面を「外的要因との関係」
（国語科授業のあり方が学習者に及ぼす
様々な要因）と「内的要因との関係」（学習
経験をメタ認知することによって得られた
方法的知識の有り様）の二側面から把握し、
言語パフォーマンスの質を評価する方法を
模索する研究、効果的にその質を高める学習
方法の探究を進めることとした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、小・中学生の言語活動の質を評
価するために必要な評価尺度である、「言語
パフォーマンス能力」を「コミュニケーショ
ン能力」「文章表現能力」、「情報操作能力」
の三つに焦点化して捉え、段階的に記述した
「ルーブリック」を開発することを第一の目



的としている。さらに、実際のパフォーマン
スを内面的に支える知識としてのメタ知識、
特に「方法的知識」との関係性を明らかにし、
学習者の言語パフォーマンスの質を向上さ
せる学習方法を探究することを第二の目的
としている。 
 
３．研究の方法 
（1）平成２３年度 
 「言語パフォーマンス」の収集に関しては、
三つの言語パフォーマンス能力に焦点化し
て、それぞれに質の高いパフォーマンスが収
集できる可能性の高い学校を対象に調査す
る。収集する対象学年は、言語能力の発達段
階の関係から小学校 1,3,6 年生及び中学校 2
年生とする。収集方法はビデオ撮影によるも
のとするが、実際の国語科授業においてみら
れる学習者の言語パフォーマンスを対象と
した収集を行うために、「パフォーマンス課
題」及び「見通しの持てる言語活動」を考案
する研究と連動して行い、自然な学習活動の
中での「言語パフォーマンス」を捉えるよう
にする。あわせて、内的要因として想定して
いる学習者が「学びの振り返り」等のメタ認
知から獲得した言語パフォーマンスに関す
る「方法的知識」の実態を捉えるために、学
習後の振り返りを収集する。また、調査対象
校は以下の通りである。 
＜コミュニケーション能力＞ 
：福井県福井市立中藤小学校 
＜文章表現能力＞ 
：石川県金沢市立南木立野小学校 
＜情報操作力＞ 
：福井県永平寺町上志比小学校 
 
（２）平成 24 年度 
 小学生の「言語パフォーマンス」の収集は
平成２３年度で終了し、中学校のデータ収集
を開始する。対象校は、研究協力者が共同研
究を進めている兵庫県西宮市立学文中学校
及び武庫川女子大学附属中学校の二校とす
る。それと同時に収集した資料を分析し、９
年間の「ルーブリック」を作成する。同時に
「ルーブリック」作成のために、諸外国で進
められている「ルーブリック」に関する研究
を集め、効果的な収集の方法や分析の観点を
吟味し、本研究の方法に修正を加える。 
 
（３）平成 25 年度 
平成２５年度からは作成した「ルーブリッ
ク」に基づき、国語科授業を対象にした学習
方法の分析と考察を行う。調査校全てを対象
校とし、学習者の「言語パフォーマンスの質」
の実態と変容を把握する。この研究を通して、
作成した「ルーブリック」の妥当性及び信用
性を検証するとともに、実際の国語科授業の
どの要因が学習者の「言語パフォーマンス」
の質に影響を及ぼしているのかという点を
明らかにし、効果的な授業のあり方を、「学
習課題」「言語活動」「振りかえり」の三つの

ポイントから提言する。 
 
４．研究成果 
（１）平成２３年度 
 「言語パフォーマンス」の収集に関しては、
三つの言語パフォーマンス能力に焦点化し
て、それぞれに質の高いパフォーマンスが収
集できる可能性の高い学校を対象に調査し
た。収集する対象学年は、言語能力の発達段
階の関係から小学校 1,3,6 年生及び中学校 2
年生とした。収集方法はビデオ撮影によるも
のとしたが、実際の国語科授業においてみら
れる学習者の言語パフォーマンスを対象と
した収集を行うために、「パフォーマンス課
題」及び「見通しの持てる言語活動」を考案
する研究と連動して行い、自然な学習活動の
中での「言語パフォーマンス」を捉えた。あ
わせて、内的要因として想定している学習者
が「学びの振り返り」等のメタ認知から獲得
した言語パフォーマンスに関する「方法的知
識」の実態を捉えるために、学習後の振り返
りを収集した。  
また、調査対象校と選定理由は以下の通りで
ある。 
    
＜コミュニケーション能力＞ 
対象学校：福井県福井市立中藤小学校 
当該小学校は、研究代表者が平成１８年度か
ら継続的に「伝え合う力の育成と対話型学
習」という研究テーマで協同研究を進めてい
る学校で、学習者の「コミュニケーション能
力」が豊かに育っている。 
 
＜文章表現能力＞ 
対象学校：石川県金沢市立鞍月小学校 
 当該小学校は、研究代表者が平成２２年度
から協同研究を進めている学校で、「言語力
育成」のための取り組みの中でも「文章表現
能力」の育成に焦点を当てているため、学習
者の文章表現力が育っている。 
 
＜情報操作力＞ 
対象学校：福井県永平寺町立上志比小学校 
 当該小学校は研究代表者が平成１９年度
から継続的に「思考力を育成する対話型授
業」という研究テーマで、豊かな情報を操作
して考えたり話し合ったりする学習を行っ
ている。 
 
 小中学生の「言語パフォーマンス」の質を
把握するためのルーブリックの作成に向け
て、授業時における学習者の「言語パフォー
マンス」を映像データ及び文字データとして
集積し、①学習者の言語能力との関係性、②
授業における教師の教育的関わりとの関係
性、③授業における学習者相互のコミュニケ
ーションとの関係性の三つの観点から分析
を加えた。 
 ①の観点から分析を進めた結果、学習者の
持っている固定的な言語能力との相関性を



認めつつも、実際の授業場面では、教師や他
の学習者、教材や掲示物などとのコミュニケ
ーションを通して、言語パフォーマンスの質
が流動的に変化していくことが明らかにな
った。次に②の観点からの分析を進めた結果、
「情報処理能力」や「文章表現能力」を基盤
にした言語パフォーマンスでは、教師により
教育的関わりの影響を強く受けて、パフォー
マンスの質が向上することが明らかになっ
た。さらに、③の観点からの分析を通して、
「コミュニケーション能力」を基盤した言語
パフォーマンスは、学習者相互の多様なコミ
ュニケーションを通して、その質が向上して
いくことが明らかになった。 
 このような分析の結果に基づいて、言語パ
フォーマンスの質と相関性が高い後者2つの
観点に着目すると、授業における学習者の言
語パフォーマンスは、教師や学習者、教材な
どとのコミュニケーションを通して変動す
る現象的なものであり、その変動をプラスに
導くための学習環境やコミュニケーション
を模索することが学習者の言語パフォーマ
ンス能力を育成するために有効であること
が明らかになった。 
 
（２）平成２４年度 
 小学生の「言語パフォーマンス」の質を把
握するための観点として、①教師と学習者の
コミュニケーション、②学習者個人の言語能
力、③学習者相互のコミュニケーションの三
つに焦点を当てて研究を進めている。この三
つの観点からそれぞれの研究実績を以下に
説明する。 
「観点①教師と学習者のコミュニケーショ
ン」については、特に教師の行う「インター
ベンション」が学習者の言語パフォーマンス
の質を向上させる働きを持っていることに
着目した研究を進めた。特に小学校の授業の
中で行われる教師の「インターベンション」
を抽出し、学習者の言語パフォーマンスに与
える影響を分析することによって、教師の
「インターベンション」を類型化するととも
に、教師が学習者の言語パフォーマンスのど
こに目を向けているのかという点を明らか
にした。この研究によって、教師の授業にお
けるコミュニケーション能力の具体的な内
実が明らかになり、授業力向上のための研修
プログラムの構築に役立つ知見が得られた。 
「観点②学習者個人の言語能力」については、
授業の中で学習者が行う説明や発表の内容
を抽出し、語彙や概念の使用状況、論理的枠
組みの有無と種類などの観点から分析し、結
果として「言語パフォーマンスの質」がどの
ように向上しているのかという点を捉える
ための基礎調査を進めた。引き続きこの観点
での分析を進め、学習者の言語パフォーマン
スの質を表現内容の質からより分析的に把
握するための観点を作成することにつなが
る。 
「観点③学習者相互のコミュニケーション」

については、特に学習者同士のやりとりの変
化に着目し、相互交流が深化発展していくた
めのきっかけとなるものが何であるのかと
いう点を現象的に探っていく研究を進めて
いる。さらに学習課題との関係性や参加して
いる学習者の意識の変容との関係性を観点
に加えた分析を進めた。 
 
（３）平成２５年度 
 授業における小学生の言語パフォーマン
スをコミュニケーション行為であると捉え、
その質に関して以下の三つの関係性におけ
るコミュニケーションの質として捉え分析
考察を進めている。①教師と学習者の関係、
②学習者相互の関係、③学習者自身との関係
の三つの点に即して以下に本年度の研究の
進捗状況をまとめることとする。 
 ①教師と学習者の関係を観点とした研究
グループ（松友、大和）においては、教師の
教授行為としての「インターベンション」に
着目し、国語の授業における教師のインター
ベンションをデータ化し、学齢との関係性か
ら分析を加え、学齢固有のインターベンショ
ンによって育まれる学習者の言語パフォー
マンスの質を系統化する研究を進めた。その
結果、本年度は、特に小学校低学年における
「表現にこだわりイメージ化を促進するイ
ンターベンション」や「構文力を育成するた
めに文構造を整えるインターベンション」な
ど学齢固有のインターベンションを事例か
ら見出し、その結果学習者の言語パフォーマ
ンスに生み出されるイメージ的理解に表現
の豊かさに関する指標や、構文力育成に支え
られた学習者の表現における確かさ及び詳
しさの指標を提案することができた。 
 ②学習者相互のコミュニケーションを観
点にした研究グループでは、研究資料の収集
が不十分であったために分析が停滞してい
る状況にある。 
 ③学習者自身との関係グループ（松友、宮
本）においては、国語科授業における教材理
解の状況と学習者自身の言語能力を観点に
して学習者の言語パフォーマンスの質を把
握するための観点と指標を作成することに
取り組んだ。特に今年度は学習過程の構成方
法や課題の提示方法など学習活動の要因と
学習者の教材理解の質との関係性に着目し、
効果的な学習過程の構成、理解しやすい学習
課題提示の方法などによって学習者の言語
パフォーマンスの質が向上することを明ら
かにした。 
 
（４）平成 26 年度 
言語活動を取り入れた授業が多くの学校
現場で行われ始めた平成２３年度に受託し
た本研究は、教育現場の研究動向と連動する
形で進められてきた経緯がある。当初の研究
の方向性を改めて振り返ってみると、「学習
者の言語パフォーマンスの質を把握するた
めのスケールの開発」であった。 



 多くの教育実践を収集し、その中で行われ
ている多くの学習者の言語活動に分析を加
えることで、その質を支える要素を抽出し、
その発達の契機を抽出することでスケール
の作成を実現しようとしてきた。その研究の
成果は本報告書の第一章において取りまと
められている。 
 しかし、実際の授業の中で逐一行われてい
る学習者の言語活動に対して、「スケール」
を用いた従来の評価活動が適応できるわけ
ではない点に気がついたとき、本研究の方向
性は大きく転換した。即時的に行われる学習
者の言語活動に対して、教師は即時的に「見
取り」、学習者や学習集団とのコミュニケー
ションを通して、言語パフォーマンスの質を
高める学習場面をその場で作り出していか
なければならない。その教育行為を「インタ
ーベンション（介入）」として位置づけ、言
語及び非言語の二側面からその内実を探り、
かつ育成のための教員研修の開発まで研究
の先端が及んできた。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 6 件） 
①松友一雄、大和真希子、言語活動を活性化
する教師のインターベンションを支える「見
取り」に関する研究、福井大学教育実践研究
第 39 号、査読無、2014、pp49-58 
②松友一雄、言語パフォーマンス能力の質を
捉える理論的枠組に関する研究―国語科授
業における現象的側面に着目して―、国語国
文学第 52 号、査読無、2013,pp21-28 
③大和真希子、松友一雄、小学校低学年の授
業における教師のインターベンションの共
通性と効果に関する研究、福井大学教育実践
研究第 38 号、査読無、2013、pp45-53 
④松友一雄、大和真希子、言語活動の質を向
上させるための教師のインターベンション
に関する研究―言語・非言語コミュニケーシ
ョンの観点から―、福井大学教育実践研究 
第 37 号、査読無、2012、pp1-10 
⑤松友一雄、言語活動の質を捉える評価方法
に関する研究、国語国文学第 50 号、査読無、
2011、pp45-63 
⑥宮本浩治、言語活動の充実のために―学習
の足場作りとしての教師の問いかけ―、こと
ばのまなび 25 号、査読無、2011、pp8-9 
〔学会発表〕（計 ２件） 
①松友一雄、国語科の授業作りと評価を考え
る−教師の「見取り」とインターベンション−、
全国大学国語教育学会第 126回、2014 
②大和真希子、松友一雄、学習者の言語活動
を支える教師のインターベンションに関す
る研究、第 24 回日本教師教育学会、2014 
〔図書〕（計０件） 
 
 

６．研究組織 
 
(1)研究代表者  
松友一雄（MATSUTOMO,Kazuo） 
福井大学・教育地域科学部・准教授 
研究者番号：90324136 
 
(2)研究分担者 
 宮本浩治（MIYAMOTO,Kozi） 
岡山大学・大学院・准教授 
 研究者番号：30583207  
 大和真希子（YAMATO,Makiko） 
  福井大学・教育地域科学部・准教授 
 研究者番号：60555879 
 牧戸章（MAKIDO,Akira） 
 滋賀大学・教育学部・准教授 
 （平成 24 年度まで研究分担者） 
  
  
 
 
 


